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大学と釧路キャンパス・附属小中学校が一体となった共同研究 

 

内山 隆 

 

１．はじめに 

 北海道教育大学附属釧路小中学校では、「教員需要の減少期における教員養成・研修機能の強化に向けて－国

立教員養成大学・学部・大学院、附属学校の改革に関する有識者会議報告書－」（2017 年８月 29 日）を受け

て、大学と釧路キャンパス、附属学校が一体となった改革を進めている。本稿では、共同研究の取組について

報告する。 

 

２．北海道教育大学のビジョン －北海道の教育課題に対応した附属学校の在り方検討－ 

 北海道は、国土の約５分のⅠの広大な面積を有し、地域によって気候風土や教育課題も異なる。従って、北

海道教育大学では、附属学校の在り方について、それぞれの地域の教育課題を踏まえて検討していく必要があ

る。 

 北海道は全市町村の85％が過疎地域に指定されており、少子化による小規模校化から学校統合が進むことが

予想される。小中併置校も多く、実質的に小中一貫教育を実践することが求められる。2018年４月現在、道内

には５校の義務教育学校が設置されているが、特に道東においては、義務教育学校のモデルが近隣の教育委員

会からも要請されている。 

 道東の教育課題と求められる解決の方向性は、過疎地域を担うリーダー育成の必要性、異年齢集団・異世代

集団におけるリーダーシップの養成、コミュニティスクールとコミュニティリーダー育成の必要性、新しい学

校統合モデルの開発の必要性である。 

 2018年に、こうした大学のビジョンを釧路キャンパスと附属小中学校、教育委員会が共有し、附属学校の在

り方を検討するところから共同研究に着手した（図１参照）。 
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３．釧路キャンパスの教員養成改革と附属学校－専攻統合による教科横断・地域協働型教員養成－ 

 2019年度から、釧路キャンパスでは３つの専攻を統合し、「地域学校教育実践専攻」として実践力を高める

12の教育実践分野を設け、各分野の教育課題と横断的な教育実践を探究する教員養成カリキュラムを開発した。

その特色は、以下の４点である。 

 ① 学校現場と地域社会で「実践力」を磨く、４年間大系化した教育実践フィールド科目 

 ② 全学組織「へき地・小規模校教育研究センター」との連携 

 ③ 教科・分野を超えた教師の力量をつける「プロジェクト研究科目」の新設 

 ④ 小・中・高・特別支援の教員免許を組み合わせた複数免許の取得 

これらの教員養成改革に、附属小中学校も関わりながら実践事例の提供や学生の育ちの評価、養成プログラ

ムの検証、公立学校へのプログラムの提供等を行っている。 

①に関わって：入学早々の１年前期から近隣公立小学校、附属小学校での学校体験（４回）、へき地小規模校

訪問（新入生研修）、１年後期から２年前期にかけて、近隣公立小中学校、附属小中学校で毎週金曜日、各８回

ずつの「教育フィールド研究」を行っている。附属小中学校校長も、科目・学校担当としてカリキュラムの実

践・評価・改善に携わっている。 

②に関わって：全学組織「へき地・小規模校教育研究センター」と連携して上述の新入生研修プログラムや、

「へき地校体験実習」（２年次は１週間、３～４年次は２週間、基本的に実習校が立地する地域で寝泊まりして

行う）を行っている。釧路キャンパスが連携しているへき地小規模校の公開研究会や校内研究会には大学教員

や附属小学校の教員も参加し、研究成果を共有している。 

 ③に関わって：１年後期から必修科目として、分野横断の学習・指導組織による科目「プロジェクト研究」

を新設した。附属小学校では、各学年の年間プログラムで教科横断型の探究活動を展開しているため、学生た

ちの探究に応じて授業参観等の場を提供することも想定している。 

 ④に関わって：釧路キャンパスでは、道東の教員需要を踏まえて、複数免許の取得可能な履修モデルを作成

している。各学年100名前後の学生（定員180名）が、小・中・特別支援の教員免許を取得している。附属小

中学校では、４年後期に全学生の副免実習を受け入れ、学生が自らの課題に取り組んで学校現場に出られるよ

うにし、教職実践演習とともに質の保証を担っている。さらに、附属小学校をフィールドに、教育実習システ

ムの開発に関する共同研究も進めている。 

 

４．地域の教育課題を公立学校と共同で探究し、地域を担う人を育成する義務教育学校に 

 以上のように、大学としてのビジョンと釧路キャンパスの教員養成改革、近隣市町の教育委員会からの要望

を踏まえて今後の在り方を検討し、義務教育学校化の方針を立て、研究テーマを設定して大学の特別支援や教

科教育、授業開発等、様々な専門分野の教員と共同で取り組むこととした。 

 研究テーマは「道東に根ざし９年一貫したリ

ーダーシップ・フォロアーシップの育成」とし、

以下の４点から教育課題を探究することにした

（図２参照）。 

 ① リーダーシップ・フォロアーシップの育 

成と“個別最適化”（学びのＵＤ） 

② 社会教育・社会資源との協働カリキュラ 

ム開発・実践・評価（「地域学」構想） 

③ へき地・複式・小規模校との協働による 

リーダーシップ育成のモデル化 
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④ リーダーシップ・フォロアーシップ育 

成カリキュラム（柱となる資質・能力）の 

開発 

①は、リーダーシップ・フォロアーシップの

育成と“個別最適化”（学びのユニバーサルデザ

イン）を関連付けるということである。大学の

特別支援専門教員と協働し、一人ひとりの子ど

ものよさや特性を見とり、個の特性に応じた手

だてを講じることで、自らの持つ能力的・性格

的な強みを影響力として発揮できるようにする。 

その際に、カルテやポートフォリオ等、個の

データを蓄積し、ＥｄＴｅｃｈ、ＡＩの活用に

より個別最適化された学びの実現を目指す。 

②は、社会教育・社会資源との協働によるカ

リキュラム開発・実践・評価システムである。 

これまで、主に総合的な学習を中心とする教

科横断的な学びにおいて、地域の社会教育施設、

団体と協働でカリキュラム開発、実践、評価に

取り組んできた。今後、釧路キャンパスのＥＳ

Ｄセンターとも連携し、「地域学」としてＥＳＤ、

ＳＤＧｓといった持続可能な社会づくりの担い

手育成に位置づけて汎用性を高めるとともに、

地域の価値を創造するコミュニティスクールと

してモデル化する。 

 

③は、複式・小規模校の学び方、異学年協働学習と附属学校のリーダーシップ・フォロアーシップ育成の研

究成果を共有してモデル化を図り、公立学校に成果を提供、活用を図ることである。 

④は、リーダーシップ・フォロアーシップ育成カリキュラムの開発である。 

リーダーシップ・フォロアーシップの柱となる資質・能力を先行研究・実践等から設定し、教科横断的な年

間プログラムを作成し、授業プランとして公立学校に提供する（図３参照）。 

また、カリキュラムの提供と実践・評価・改善を、年に１度の公開研究会ではなく、年間を通した午後から

の授業力向上セミナーにおける授業研究の積み重ねによって、教員の資質・能力に関わるエビデンスとともに

明らかにしていく（図４参照）。今年度は、約 80（授業数）の授業力向上セミナーを実施し、参会者数が前年

度に比べて３倍以上に増加する見通しである（約1,800名）。 

 

５．終わりに 

 以上のように、北海道教育大学附属釧路小中学校では、大学・釧路キャンパスと一体となり、共同で地域の

教育課題を探究する義務教育学校として、求められる役割を果たしていく所存である。 

 

 

（北海道教育大学附属釧路小学校長） 

 


